
埼玉県の感染動向の推移について

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ①

7月7日～
7月13日

7月14日～
20日

7月21日～
27日 最大値

新規陽性者数
※１週間の合計 233人 295人 309人 338人

（7/17～7/23）

重症病床の占有率
※１週間の平均 5.7％ 7.3％ 4.8％ 32.6％

（4/21～4/27）

陽性率
※１週間の合計 3.5％ 3.8％ 3.7％ 15.1％

（4/6～4/12）

東京都の感染者数
※１週間の合計 1,179人 1,533人 1,766人 1,803人

（7/20～7/26）

※7月20日～26日の数値



埼玉県の感染動向の推移について

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ②
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3月25日～4月25日
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6月26日～7月26日

54人 24% 71人 24％ 85人 27％
24人 11% 15人 5％ 8人 3％
73人 33％

95人 33％ 90人 29％

72人 32％

111人 38% 131人 42％

都内での感染（２次感染を含む） 夜の街関連 その他感染経路が推定できるもの 不明



感染リスクの高い集団でのPCR等の検査対象の拡大

27

無症状者の検査は原則として濃厚接触者に限定

これまで

複数名の患者や有症状者（接触確認アプリにより把握した

者を含む）がおり、かつ、接触が生じやすいなど集団感染の

可能性を疑わせる集団であって

１ 重症化リスクが高い者（高齢者、基礎疾患のある方等）

が多い集団

２ 感染拡大リスクや社会的影響が大きい集団

に属する方

集団（施設） 対象範囲の例

医療機関（病院） 感染者と同じ病棟に属する職員・入院患者

高齢者施設 施設全体に属する職員・入所者

保育所・幼稚園 施設全体に属する職員・園児

小・中・高等学校
感染者と同じ学級（又はフロア）及びクラブに
属する職員・児童生徒

会社組織（職場）
感染者と同じ部署（フロア）に属する職員・
利用者

学習塾・音楽塾
・クラブチーム等

感染者と同じクラス（チーム）に属する職員・
児童生徒

スポーツジム
感染者と同じ時間帯にジム室（共用部を含
む）にいた職員・利用者

居酒屋・カラオケ
感染者と同じ時間帯に店舗内にいた従業員・
利用者

接待を伴う飲食店等
感染の発生した飲食店等と同じビル又は地域
（繁華街）に属する飲食店等の従業員・利
用者

※共通 感染者と同じ休憩室や食堂を利用する者

無症状者の
検査を拡大

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ③



宿泊療養者受入施設 確保状況

施設名 借上室数 受入室数
（見込み）

受入開始日

東横INNつくばエクスプレス三郷中央 ２２０ １５３ ５月 ８日

入間第一ホテル １３１ ９９ ５月１１日

東横INN浦和美園駅東口 ２４６ １７１ ５月２６日

国立女性教育会館 １６３ ９９ ８月１０日以降

小計 ７６０ ５２２

施設A～Ｆ ６施設 １，０２３ ７０３ 調整中

合計 １，２２５室
※施設A～Fは、公募により応募いただいた施設で、
内諾を得ています。

フェーズⅡに基づく１，０４５室
を確保

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ④



県民・事業者の皆様へのお願い

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ⑤

◆夜の繁華街に限らず、感染症対策が十分にとられていない施設の

利用回避

◆発熱の症状があるなど体調の悪い人の外出自粛
（医療機関への受診等を除く）

◆国及び県の接触確認アプリの活用・導入促進

◆彩の国「新しい生活様式」安心宣言及び業界のガイドラインを活用し、

感染症対策を徹底

◆テレワーク、時差出勤のさらなる推進

◆キャバクラ店やホストクラブなど接待を伴う飲食店のうち、業界ガイドラインに従った感染症
対策が徹底されていない施設の使用停止

（特措法第24条第９項）



都内への外出についてのお願い

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ⑥

◆都内への観光は自粛、旅行や観光は近場や県内へ

◆高齢者や基礎疾患のある方の都内への不要不急の外出自粛

◆都内での夜の繁華街への外出の自粛

◆都内での大人数での会食、飲み会の自粛



埼玉県におけるイベントの取扱いについて

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ⑦

分 類 内 容

プロスポーツイベント等
（全国的移動を伴うもの）

参加人数５,０００人、収容率５０％
・段階的な参加人数の引き上げ

・参加人数、感染防止対策の宣言を要請、

開催結果を検証し、改善点などを発表
（特措法第24条第９項）

その他のイベント
（コンサート・展示会等）

参加人数５,０００人、収容率５０％
（特措法第24条第９項）

お祭り・野外
フェス等

全国的・広域的 自粛の協力を要請 （特措法第24条第９項）

地域の行事 適切な感染防止対策の徹底

※すべて８月１日から８月３１日まで



ＡＩによる県民サービス向上・業務効率化

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ⑧

関連する
ホームページ
に誘導

◆ 県民からのＷｅｂによる問合せにＡＩがチャットで応答

➡ 24時間365日いつでも利用可能

◆ 県のすべての業務分野に対応

➡ 特定の分野に限らず幅広くご案内

◆ 埼玉県公式スマホアプリ 「ポケットブックまいたま」
ＬＩＮＥ公式アカウント「埼玉県庁」 と連動

➡ スマホから気軽にアクセス

令和２年７月28日（火） 運用開始

県民向けＡＩチャットボット 「埼玉コンシェルジュ」

ＬＩＮＥの
メニューから
呼び出し可能

画面イメージ



分野 対象 対応業務

福祉事務所 生活保護に関する相談

児童相談所、
一時保護所

児童に関する相談、
一時保護児童への対応

警察署 事件・事故の現場での対応

埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ⑨

音声翻訳アプリ

ＡＩによる県民サービス向上・業務効率化

これまでの取組

救急 県内消防本部が救急現場で活用

福祉

警察

R2.9～

R2.12～（予定）

課題

 在留外国人、訪日外国人の増加に伴い、
県業務でも多言語対応の機会が増えている。

 外国語に不慣れな場合、意図が正確に伝わらず、
対応に時間がかかる。

◆ 対象となる業務分野を拡大

◆ 情報通信研究機構（NICT）の
国産ＡＩ翻訳技術「VoiceTra」を活用

➡ 外国人に対してスムーズかつ的確な対応
H29～



埼玉県知事記者会見 令和２年７月２８日 ⑩

業務アシスタントシステム

◆ 業務に関する様々な情報をＡＩに蓄積

◆ ＡＩを活用した高度検索による業務効率化、
業務知識の共有

➡ 業務に必要な文書をすばやく取り出せる

ＡＩによる県民サービス向上・業務効率化

AI

ナレッジ
DB

業務アシスタントシステム

規程類、マニュアル
対応事例 等

担当者

検索蓄積

県民・
事業者等

問合せ

導入業務 税業務 効果検証後、業務拡大を検討

AIチャットボット（チャット形式）による庁内問合せ対応

（H30～）

対象業務 ・パソコン、ネットワークの設定方法

・職員が扱う文書、財務システム等の操作支援 など

これまでの取組

課題

 県民・事業者からの問合せ等に対し、大量の
情報から関係する文書の特定に時間がかかる。

 ベテラン職員の知識やノウハウを新任職員へ

スムーズに引き継ぎたい。

令和３年２月運用開始予定


